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(4) 試験ケース

走行試験ケースの一覧を表 に示す。-2.3.3

走行試験では、各車両組合せ毎に走行ルートを３周走行した。走行にあたっては、特に一般車両の通行

規制は行わず、前後に監視車両（乗用車）をつけてなるべく目標速度（ ）を維持するように努め40km/h

た。

表 一般道走行試験ケース-2.3.3

(5) 測定項目および測定方法

主な測定項目は、車軸ひずみによる動的軸重（全車軸 、トラクタ車体と駆動軸間の相対変位、トラク）

タおよびトレーラの車体加速度、車両走行速度である。

走行速度は、非接触式速度計による計測を行いデータレコーダーへ信号を出力した。

また、各部のデータは基本計測区間でのみ収録することを基本としたが、着目軸である駆動軸について

は、データレコーダにより走行ルート全長にわたるデータを収録し、車内測定者が基本計測区間への進入

・退出を目視で確認しデータに位置特定用の信号を入力した。

表 ～表 および図 に、各計測位置、計測機器仕様、および計測機器系統を示す。-2.3.4 -2.3.6 -2.3.24

組合せ記号 トラクタ トレーラ
Ａ１－ １ Ａ１ ＩＡ１ ＴＬ３ １周目
Ａ１－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ａ１－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ａ２－ １ Ａ２ ＩＡ１ ＴＬ３ １周目
Ａ２－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ａ２－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ａ３－ １ Ａ３ ＮＡ１ ＴＬ３ １周目
Ａ３－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ａ３－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ａ４－ １ Ａ４ ＨＡ１ ＴＬ３ １周目
Ａ４－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ａ４－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ａ５－ １ Ａ５ Ｍ Ａ１ ＴＬ３ １周目
Ａ５－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ａ５－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ｌ１－ １ Ｌ１ ＮＬ０ ＴＬ３ １周目
Ｌ１－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ｌ１－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ｌ２－ １ Ｌ２ ＨＬ０ ＴＬ３ １周目
Ｌ２－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ｌ２－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ｌ３－ １ Ｌ３ ＮＬ０ ＳＬ２ １周目
Ｌ３－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ｌ３－ ３ 〃 〃 〃 ３周目
Ｌ４－ １ Ｌ４ ＨＬ０ ＳＬ２ １周目
Ｌ４－ ２ 〃 〃 〃 ２周目
Ｌ４－ ３ 〃 〃 〃 ３周目

実験ケース

４０ｋｍ／ ｈ

車両組合せ
周回 目標走行速度
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表 測定位置と測点記号（２軸トレーラ連結車）-2.3.4

表 測定位置と測点記号（３軸トレーラ連結車）-2.3.5

N o 測 点 記 号 種 類 符 号 備 考 Ｄ Ａ Ｔ
接 続

1 S W チ ェ ッ ク 信 号 信 号 が 入 っ て + 1 .5 V 乾 電 池 1 c h
2 S 1 R ﾄ ﾗ ｸ ﾀ 車 軸 ひ ず み 下 方 向 曲 げ を + 前 軸 運 転 席 側
3 S 1 L 〃 前 軸 助 手 席 側
4 S 2 R 〃 駆 動 軸 運 転 席 側 2 c h
5 S 2 L 〃 駆 動 軸 助 手 席 側 3 c h
6 S 3 R ﾄ ﾚ ｰ ﾗ ｰ 車 軸 ひ ず み 〃 ﾄ ﾚ ｰ ﾗ ｰ 前 軸 運 転 席 側
7 S 3 L 〃 ﾄ ﾚ ｰ ﾗ ｰ 前 軸 助 手 席 側
8 S 4 R 〃 ﾄ ﾚ ｰ ﾗ ｰ 後 軸 運 転 席 側
9 S 4 L 〃 ﾄ ﾚ ｰ ﾗ ｰ 後 軸 助 手 席 側

1 0 F r A x le 加 速 度 計 フ レ ー ム 　 （ ＋ ） ト ラ ク タ  フ ロ ン ト  バ ネ 上
1 1 D U M M Y
1 2 D 変 位 量 サ ス が 縮 ん で － 駆 動 軸
1 3 S P D 速 度 速 度 計 出 力 4 c h
1 4 R r A x le 加 速 度 計 フ レ ー ム 　 （ ＋ ） ト ラ ク タ 　 リ ア 　 バ ネ 上
1 5 K IN G P IN 加 速 度 計 連 結 　 上 （ ＋ ） 連 結 板 　 (ｷ ﾝ ｸ ﾞﾋ ﾟﾝ )
1 6 T R 加 速 度 計 フ レ ー ム 上 （ ＋ ）ト レ ー ラ 前 、 後 軸 中 間 　 バ ネ 上

記 ： サ ン プ リ ン グ タ イ ム は 2 0 0 H Z と し た 。
注 ： Ｌ ・ Ｒ は 運 転 席 か ら み る

S 1 R S 2 R S 3 R S 4 R

S 1 L S 2 L S 3 L S 4 L

No 測 点 記 号 種 類 符 号 備 考 Ｄ Ａ Ｔ
接 続

1 SW チ ェ ック 信 号 信 号 が 入 っ て + 1.5V乾 電 池 1ch
2 S1R ﾄﾗｸﾀ車 軸 ひ ず み 下 方 向 曲 げ を + 前 軸 運 転 席 側
3 S1L 〃 前 軸 助 手 席 側
4 S2R 〃 駆 動 軸 運 転 席 側 2ch
5 S2L 〃 駆 動 軸 助 手 席 側 3ch
6 S3R ﾄﾚｰﾗｰ車 軸 ひ ず み 〃 ﾄﾚｰﾗｰ前 軸 運 転 席 側
7 S3L 〃 ﾄﾚｰﾗｰ前 軸 助 手 席 側
8 S4R 〃 ﾄﾚｰﾗｰ中 軸 運 転 席 側
9 S4L 〃 ﾄﾚｰﾗｰ中 軸 助 手 席 側
10 S5R 〃 ﾄﾚｰﾗｰ後 軸 運 転 席 側
11 S5L 〃 ﾄﾚｰﾗｰ後 軸 助 手 席 側
12 D 変 位 量 サ ス が 縮 ん で － 駆 動 軸
13 SPD 速 度 速 度 計 出 力 4ch
14 RrAxle 加 速 度 計 フ レ ー ム 　（＋ ） トラ クタ 　リア 　バ ネ 上
15 KING PIN 加 速 度 計 連 結 　上 （＋ ） 連 結 板 　(ｷﾝｸﾞﾋ ﾟﾝ)
16 TR 加 速 度 計 フ レ ー ム 上 （＋ ） トレ ー ラ 　中 軸 　バ ネ 上

記 ：サ ン プ リン グ タ イ ム は 200H zとし た 。
注 ：Ｌ・Ｒは 運 転 席 か ら み る

S1R S2R S3R S4R

S1L S2L S3L S4L

S5R

S5L
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表 主な計測機器-2.3.6

図 測定系統図-2.3.24

対象 名称 型式 仕様 数量 測定項目

ひずみゲージ FCA-3-11-1L 2軸 ,ゲージ長3mm 84 ﾄﾚｰﾗ20枚、ﾄﾗｸﾀ64枚

加速度計 20G 3 ばね上（前軸、駆動軸、トレーラ）

ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾀﾞ RD-125T 4ch､DATテープ 1 駆動軸2点

ﾃﾞｼ ﾞﾀﾙﾚｺｰﾀﾞ DR-M3b 16ch 1 2軸 ﾄﾚｰﾗ8点 ､3軸 ﾄﾚｰﾗ10点

非接触式速度計 LC-3110 1 RD-125t,DR-M3bに記録

動ひずみ計 CDV-700A 16

試
験
車
両




